
【地域活性化総合特区】<地域限定特例通訳案内士育成等事業>

特定地域活性化事業の特例活用 平成25年～29年度実施>森里海連環高津川流域ふるさと構想特区

増加している外国人観光客誘致に対して既存の地域資源だけではく、豊かな自然を活かした農業体験など観光資源の造設、
それに伴う言語をはじめとした様々な環境整備により交流人口全体の増加を図る。

連動して当地域においては地域資源を守るための環境保全活動やそれに対する意識醸成が促進され、地域活性化に大きく
寄与している。

特区における効果

～ふるさとの森再生～

～自然と共存する里づくり～

～清流高津川との共存～

森 ～ふるさとの森再生～

里 ～自然と共存する里づくり～

海 （ 川 ）～清流・高津川との共存～

特区の主な目標

具体的取組として、地域限定特例通訳案内士育成事業を活用し、認定を受けた
地域限定特例通訳案内士による外国人観光客誘致のための言語環境の整備

・地域限定特例通訳案内士に対するスキルアップ
研修の実施及び活動フォローアップ

・活動回数22回（前年度比157％）

・流鏑馬神事観光案内デスク、津和野フリーガイド
ツアーの造設

・体験型観光メニューの造設

事業イメージ

研修の様子

外国人観光客茶道
体験の様子
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